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大
東
亜
戦
争
勃
穫
後

ω上
海
の
金
融
界

太

良E

島

日
Eヨ

:
へ
一
、
一
烹
九
回
き
一
一
、
大
東
耳
鳴
争
後
白
上
海
金
融
槽
闘
三
、
諸
法
階
的
技
落
と
儲
備
券
の
普
及

目
ヱ
凹
、
制
限
預
金
と
現
紗
預
金
玉
、
新
輔
脹
制
度
六
、
手
形
一
先
換
制
度
目
狸
選
七
、
む
ナ
刊
日

却。

~;t 

ヵ=

き宍
」

し

大
東
鳩
山
明
守
の
勃
発
は
、
山
ヤ
閣
白
合
融
界
の
情
形
を
甚
だ
し
く
経
貌
せ
し
め
た
。
殊
に
、
上
海
の
金
融
界
は
、
最
晶
著
し
い
融
問
草

ヘ

bq-
交
け
た
。
也
u
で
謹
ベ
た
る
如
〈
、
上
海
忙
於
て
は
、
儲
備
銀
行
家
、
草
川
、
湾
法
幣
と
い
ふ
現
金
通
貨
白
流
泊
両
と
、
銀
銭
刷
業

時
制
合
準
備
舎
に
於
け
る
筑
間
制
度
に
上
る
同
業
限
却
の
形
に
於
け
る
引
金
通
貨
の
流
通
商
と
、
と
の
二
つ
白
週
貨
流
泊
酎
が
、
相
交

錯
し
左
い
平
行
平
而
と
な
っ
て
尻
つ
た
め
で
あ
る
が
、
大
東
亜
戦
争
勃
褒
後
は
、
隠
剖
制
度
が
新
輔
賎
制
度
と
な
り
、
且
つ
、
一
除
割

が
現
金
と
交
流
し
得
る
己
と
6
A

た
っ
た
た
め
、
平
行
平
町
を
註
し
て
居
っ
た
現
金
活
貨
の
流
活
商
と
、
預
金
話
貨
の
流
油
国
と
が
伺

一
中
聞
の
上
に
在
る
己
と
L
た
っ
た
白
で
あ
る
。

そ
し
て
か
ミ
る
統
ム
円
的
友
通
貨
流
羽
岡
が
構
成
せ
ら
れ
る
が
た
め
忙
、
荏
内
法
幣
の
流
通
禁
止
、
敵
性
銀
行
の
接
牧
ま
た
は
管
迎
、

中
岡
側
銀
行
の
指
導
、
交
換
制
度
。
緋
立
、
中
央
情
怖
銀
行
の
中
央
銀
行
性
の
強
化
越
す
が
行
は
れ
た
白
で
あ
る
。

己
h
K
、
こ
れ
ら
白
上
海
金
融
界
の
縫
純
白
跡
を
、
後
生
的
に
艮
墜
す
る
と
と
に
す
る
。

大
東
軍
戦
争
後
の
上
海
金
融
機
関

大
策
現
職
手
勃
技
後
白
上
海
白
金
融
界

静
止
十
五
位
せ

豆孟

弾
五
蹴

1 

抑著、支那に於ける金融自特殊性、 63頁以下

e 
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大
草
斑
職
争
勃
説
後
白
上
海
白
金
融
界

第
五
十
五
巻

第
五
腕

五

回

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
大
東
斑
戦
争
の
勃
裂
と
共
に
、
・
上
海
白
共
同
租
界
に
は
、
直
ち
に
皐
軍
が
進
駐
し
己
れ
を
接
収
す
る
と

共
に
、
敵
性
金
融
機
関
も
亦
接
収
若
し
く
は
管
理
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
日
本
側
銀
行
も
、
非
敵
性
外
国
銀
行
も
、
中
間
側
の
銀
行

銭
挺
も
こ
の
戦
争
勃
裂
に
よ
る
急
激
な
る
経
済
界
の
鑓
動
に
備
へ
て
、

一
時
、
そ
の
替
業
を
停
止
す
る
も
D
が
多
か
っ
た
。

併
し
註
が
ら
、
そ
の
後
、
日
本
側
に
於
て
、
非
敵
性
外
岡
銀
行
及
び
一
般
中
日
幽
側
銀
行
が
、
米
英
銀
行
に
預
貯
て
居
る
預
金
を
見

返
り
と
し
て
、
と
れ
ら
の
銀
行
に
封
し
、

r
k

令
↑
銀
行
上
り
同
瀬
の
特
別
融
資
を
訟
す
己
と
L
ぃ
、
ま
た
後
漣
の
如
き
、
中
岡
側
銀
行

銭
抵
り
耐
仲
間
間
制
度
白
改
良
等
に
よ
り
、
乙
の
緊
念
航
態
に
針
癒
す
る
己
止
を
得
し
め
た
か
ら
、
早
く
も
十
六
日
に
至
ワ
て
、
敵
性
銀

行
を
除
く
す
べ
て
の
銀
行
銭
班
の
替
業
は
再
闘
を
見
る
に
至
っ
た
。
た
w
h

、
敵
図
人
及
び
敵
国
商
枇
工
場
は
、
非
敵
性
銀
行
に
於
け

る
預
金
た
る
と
中
岡
側
の
銀
行
錯
症
に
於
け
る
預
金
た
る
と
を
聞
は
や
，
、
そ
の
預
金
梯
百
庶
民
制
限
を
附
け
ら
れ
た
J
ま
た
、
中
国
側

銀
行
銭
拡
も
到
令
引
出
に
一
定
の
制
限
を
附
け
る
己
と
ミ
左
り
、
預
金
の
制
限
額
以
上
の
引
出
に
は
、
接
款
翠
E
以
て
す
る
己
と
L

た
り
、
と
れ
を
以
て
す
れ
ば
無
制
限
に
掛
戻
す
こ
と
が
向
来
る
己
と
与
し
、
各
と
そ
D
替
業
を
再
開
し
た
。

(
預
金
の
引
出
制
限
の

己
と
は
、
後
段
に
於
ナ
遁
ベ
る
)
。

従
来
、
上
海
に
於
け
る
闘
際
金
融
筋
替
市
揚
白
中
心
と
な
っ
て
居
た
米
英
側
銀
行
は
、
大
東
民
戦
守
と
共
に
由
主
軍
の
た
め
接
牧
せ

ら
れ
た
結
県
と
し
て
、
前
漣
の
如
ノ
、
、
己
れ
ら
敵
性
銀
行
に
有
し
て
ゐ
た
中
国
側
銀
行
の
勘
定
は
、
我
が
棋
拙
間
正
金
銀
行
に
於
て
受

け
織
ぐ
己
と
i
A

注
し
、
そ
れ
に
よ
ウ
て
、
正
金
銀
行
が
中
園
側
銀
行
に
劃
す
る
親
銀
行
た
る
の
地
位
を
獲
得
し
、
同
時
に
従
前
の
外

園
銀
行
公
舎
も
改
組
せ
ら
れ
、
そ
の
千
形
交
換
は
香
上
銀
行
よ
り
正
金
銀
行
に
移
り
、
A

曹
長
に
は
正
金
銀
行
白
上
抽
出
支
庇
支
配
人
が

就
任
す
る
と
と
ミ
な
っ

h
o
そ
れ
と
共
に
租
界
内
銀
銭
業
同
業
公
舎
は
、
儲
備
銀
行
跳
穫
の
誓
約
を
た
す
た
ど
に
よ
り
、
中
央
儲
備

銀
行
D
中
岡
側
白
銀
行
錯
拡
に
到
す
る
支
配
力
が
増
進
し
た
。
か
く
て
、
上
洛
金
融
外
は
、
百
金
銀
行
を
中
心
と
す
る
日
本
側
銀
行

昨 日本銀行調査局，前回相情事情 12旗. 13買
2) 東洋鯉桝， 2039腕. 13頁



と
儲
備
銀
行
と
の
協
力
を
基
礎
と
す
る
金
融
機
構
が
構
成
せ
ら
る
h
と
と
h
友
り
、
戦
前
に
比
べ
て
、
著
し
ぐ
異
っ
た
様
相
を
呈
す

る
に
至
う
た
の
で
あ
る
。

儲
備
銀
行
は
、
己
の
間
に
あ
っ
て
、
時
日
の
進
展
と
共
に
益
ξ

そ
白
金
融
統
制
力
を
強
加
す
る
己
と
t
A

な
り
、
殊
に
民
圏
三
十
一

年
(
昭
和
十
七
年
)
八
月
二
十
一
円
、
公
布
せ
ら
れ
帥
日
寅
施
せ
ら
れ
た
「
金
融
機
関
管
理
暫
行
燐
法
」
は
、
愈
畑
、
己
の
傾
向
を
顕
著
な

ら
し
め
た
も
む
で
あ
る
。
亡
の
耕
法
は
、
営
分
自
問
、
江
蘇
、
湖
江
、
安
徽
一
二
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
要
旨
は
、

一
、
今
後
新
設
さ
る
a
A

金
融
機
関
は
財
政
郁
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
、
二
、
既
存
金
融
機
関
の
名
稿
、
組
織
、
資
本
金
、
業
務
等
の

そ
の
預
金
支
梯
準
備
金
を
中
央
情
備
銀
行
に
国
金
す
べ
き
己
と
、

援
更
は
財
政
部
の
許
可
を
要
す
る
と
と
、

三
、
金
融
機
開
聞
は
、

四
、
差
金
取
引

自
己
使
別
白
目
的
以
外
に
於
け
る
動
産
不
動
産
所
有
の
禁

民
占
凹
貝
溜
め
を
白
他
投
峨
資
金
貸
出
の
禁
止
、

止
、
六
、
会
話
上
必
要
と
認
め
売
る
と
き
は
、
金
融
機
関
D
業
務
に
闘
し
、
財
政
部
は
必
要
注
る
命
令
を
裂
し
得
る
と
い
ふ
の
で
あ

五

る
。
い
ま
、
そ
の
金
支
を
掲
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

財
政
部
金
融
機
関
管
理
暫
行
癖
秘

第
一
保
本
排
措
白
金
融
機
捕
と
位
、
そ
白
名
棉
由
如
何
を
問
は
ず
、
左
白
#
項

ι掲
「
る
業
務
を
替
む
も
由
を
指
す
。
一
、
預
金
の
受
入
、
一
、
金

銭
の
貸
付
ま
た
は
手
形
白
割
引
、
一
一
一
、
錦
替
取
引

第
二
僚
本
排
法
施
行
の
際
、
現
に
業
務
を
替
む
金
融
機
闘
は
、
左
記
事
項
を
詔
載
し
た
る
届
書
に
、
定
款
を
路
ヘ
、
木
耕
法
施
行
白
日
よ
り
一
月
以

内
に
、
財
政
部
宛
提
出
L
登
記
を
補
E
ナ
ベ

L
e

一
、
名
稿
、
一
一
、
組
織
、
=
一
、
鯨
喪
本
金
、
排
込
費
木
金
地
に
そ
の
出
費
者
民
名
、
回
、
府
舗
白
所
荘
地
、
玉
、
管
業
の
範
問
、
六
、
費
産
負
債
表
、

七
、
代
表
者
及
び
重
要
職
員
四
住
所
氏
名
。

第
三
保
本
排
法
施
行
後
、
金
融
掛
闘
を
設
立
せ
ん
&
ナ
る
も
由
は
i

門
左
記
事
項
在
記
載
し
た
る
申
諦
蓄
に
定
款
を
添
へ
、
財
ι

一
肱
部
に
提
出
し
、
そ
由
}

認
可
を
受
け
た
る
後
、
之
を
登
記
す
べ
し
。

大
東
国
職
事
動
没
後
円
上
海
山
一
金
融
界

五
一
五

第
五
雄

第
五
寸
五
巻

大陣新報，昭和十七年入月廿二日掠



大
京
商
戦
争
勃
設
後
円
上
海
内
金
噛
再

第
五
T
z
u
巻

ヨ王

六

第
五
蹴

p] 

一
、
名
稿
、
一
一
、
組
紙
、
コ
一
、
織
委
本
人
皆
、
柿
込
資
本
金
、
問
、
居
館
開
設
抽
出
定
地
、
五
、
皿
官
業
白
範
問
、
六
、
替
業
白
目
論
見
書
、
七
、
存
立
年
限

凡
、
創
勝
目
住
所
氏
名

第
四
傑
金
融
構
闘
は
、
左
の
場
合
に
於
て
は
、
問
団
政
部
の
認
可
を
受
〈
ペ
し
。

一
、
名
稲
田
輝
夏
、
一
一
、
凱
織
の
嬰
夏
、
一
一
一
、
聴
資
本
金
止
刊
日
掛
込
金
白
費
夏
、
四
、
骨
業
所
白
新
設
全
た
は
賓
格
塑
夏
、
枚
程
師
宅
支
ま
た
は
底
止
、

五
、
合
併
、
業
務
の
底
止
-
ま
た
は
解
散
、
六
、
定
款
の
襲
夏

金
融
機
脇
目
代
表
者
及
び
重
安
職
員
の
就
任
又
は
退
世
は
そ
の
都
度
財
政
部
に
属
問
づ
ベ
し

第
五
保
金
融
槽
聞
は
、
毎
骨
業
午
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内
に
、
替
業
報
告
書
、
費
産
負
債
表
、
到
底
同
時
及
び
損
鍵
計
算
書
を
作
成
し
、
と
か
を
蹴

政
部
に
提
問
ナ
ベ

L
a町

第
六
臨
時
金
融
機
関
口
、
別
に
定
む
る
ー
と
こ
ろ
に
よ
り
、
預
金
支
抑
準
備
金
と
し
で
、
中
央
情
備
銀
行
に
預
金
ナ
ベ

L
。

務
七
保
金
融
醐
閥
、
慣
習
に
よ
る
一
般
の
休
日
以
外
に
、
臨
時
休
業
を
な
し
ま
た
は
支
掠
停
止
を
な

ιた
る
ー
と
き
は
、
湿
糟
な
〈
財
政
部
に
屑
出
づ

ベ
し
。

第
八
続
金
融
機
闘
は
、
左
に
掲
「
る
費
金
の
供
給
の
た
め
、
貸
出
そ
白
他
賛
金
目
融
調
を
な
す
と
と
を
得

f
。

一
、
有
償
詩
券
そ
の
仙
商
品
目
清
算
取
引
資
金
。

一
一
、
買
占
的
買
湘
品
、
そ
の
他
投
挫
の
目
的
を
以
て
す
る
物
件
の
購
入
資
金
。

金
融
機
聞
は
、
自
ら
投
機

E
引
を
錯
す
と
と
を
得

f
。

第
九
締
金
融
槽
閥
位
、
普
業
の
た
品
必
要
な
る
物
件
を
耽
符
し
、
震
た
は
債
務
排
摘
に
よ
"
。
抱
保
物
件
を
引
受
〈
る
揚
令
由
ほ
か
、
動
産
(
需
品
?
を

除
〈
)
ま
た
ぽ
不
動
産
主
所
有
す
る
と
主
主
得
ず
。

第
十
締
金
融
機
関
は
、
左
の
各
就
に
掲
「
る
業
務
白
ほ
か
、
他
業
を
衆
替
す
る
こ
と
号
待
子
。

一
、
諸
島
T
の
肱
募
引
是
主
た
は
頁
買
、
一
一
、
倉
庫
業
一
ま
た
は
保
護
預
り
、
一
一
一
、
他
の
金
融
機
関
心
代
理
、
問
、
金
銭
出
納
事
務
自
代
理
。

第
十
一
棟
財
政
部
は
、
公
盆
上
必
要
lc
詔
め
た
る
と
き
は
、
金
融
機
関
の
業
務
に
闘
し
、
命
令
を
設
す
る
こ
と
を
待
。

第
十
三
保
財
政
部
位
、
何
時
に
て
も
、
金
融
機
闘
を
し
て
、
そ
の
業
務
に
関
す
る
報
告
を
な
さ
し
め
、
ま
た
は
品
接
と
認
む
る
ー
と
き
は
、
帳
簿
、
書

類
の
提
出
を
命
ず
る
と
と
を
得
。

第
十
三
保

財
政
部
は
、
何
時
に
て
も
、
金
閥
横
閥
内
業
誹
及
び
財
産
自
扶
況
を
検
査
す
る
と
と
を
得
。



第
十
四
憐
前
ニ
艇
の
規
定
に
よ
る
事
項
は
、
必
要
な
る
場
合
、
中
央
儲
備
銀
行
に
委
託
し
て
、
と
れ
い
を
虎
現
せ
し
め
る
と
と
を
得
。

第
十
五
保
金
融
槽
閥
抗
銀
行
公
官
、
銭
業
佐
官
ま
た
は
そ
の
他
白
岳
曾
を
組
織
せ
ん
'
と
す
る
と
き
は
、
ー
一
昨
政
部
の
認
可
を
要
す
。

第
十
六
保
前
二
傑
に
よ
る
周
出
ま
た
は
第
三
採
に
よ
る
認
可
を
受
け
干
し
て
、
第
一
様
に
規
定
す
る
業
務
吸
替
品
た
る
者
、
ま
た
は
そ
の
代
表
者
若

〈
は
重
要
職
員
は
、
有
高
元
日
下
町
罰
金
主
た
は
拘
役
に
鹿
ナ
。

第
十
七
保
金
融
機
闘
が
法
令
定
説
若
〈
は
財
政
部
の
命
令
に
違
反
し
主
た
は
骨
盤
走
害
ナ
可
き
行
錯
を
な
し
た
る
と
き
は
、
財
政
郁
口
、
そ
の
業
務

白
停
止
、
代
表
者
若

f
は
重
要
職
員
の
解
任
を
命
ビ
、
を
た
は
替
業
認
可
を
取
消
す
事
を
得
。

第
十
八
保
左
の
場
合
に
お
い
て
は
、
情
表
者
全
た
は
重
要
職
員
を
一
一
同
一
耳
目
下
町
罰
金
ま
た
は
拘
役
に
底
ず
。

一
、
業
務
報
告
書
の
不
貨
の
記
載
そ
の
仙
の
方
法
に
よ
り
肯
臆
室
た
は
母
国
析
を
鰐
瞭
し
た
る
と
き
。

二
、
本
辞
世
に
よ
あ
検
査
に
際

L
、
帳
簿
許
制
矧
の
隠
蔽
、
不
費
の
申
問
、
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
検
査
を
妨
げ
た
る
と
き
。

=
、
第
四
保
乃
至
第
十
保
及
び
第
十
五
俸
の
規
定
に
撞
反
し
た
る
と
き
。

四
、
本
排
世
に
某
〈
命
令
に
漣
反
し
た
る
と
き
。

俸
十
九
締
本
排
告
は
八
百
布
の
日
よ
り
と
れ
を
施
行
ず
P

中
央
儲
備
銀
行
が
、
中
央
銀
行
た
る
の
寅
を
備
へ
る
た
め
に
は
金
融
機
関
特
に
銀
行
に
謝
し
て
、
金
融
の
緩
急
を
操
作
す
る
の
地

位
に
立
た
託
け
れ
ば
左
ら
由
。
金
融
機
関
管
制
暫
行
勝
法
忙
於
て
預
金
準
備
の
集
中
主
命
じ
た
る
は
、
己
の
目
的
に
出
づ
る
も
の
で

あ
る
。
丸
月
十
八
日
に
公
布
施
行
せ
ら
れ
た
る
同
腕
法
施
行
細
則
に
よ
れ
ば
、
定
期
預
金
及
び
特
別
首
座
現
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

百
分
の
五
以
上
、
常
座
別
金
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
十
以
上
、
い
づ
れ
も
毎
月
末
日
現
在
高
に
よ
り
、
そ
の
受
月
末
日
ま
で
に
、
中

血
九
儲
備
銀
行
に
於
け
る
準
備
勘
定
口
に
斑
け
入
れ
託
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
ま
た
、
債
務
の
耕
前
と
し
て
、
指
保
物
件
の
引
渡
を
受
け
た

る
と
き
は

J
七
れ
を
一
ヶ
年
以
内
忙
底
分
し
で
換
金
を
友
し
、
資
金
を
育
費
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
そ
の
施
行
制
則
を
次
に
掲
げ
る
。

A
出
品
横
倒
時
四
岬
刊
行
刷
判
官
施
行
細
則

第
一
保
金
融
柵
閣
は
、
央
に
定
む
る
と
と
ろ
に
よ
り
、
そ
の
支
抑
準
備
金
を
、
中
央
情
備
銀
行
に
お
け
る
準
備
勘
定
口
に
預
金
ナ
ペ

L
P

一
、
定
期
預
金
械
に
特
別
常
陸
預
金
に
つ
い
て
は
そ
の
百
分
の
五
以
上

二
、
常
座
預
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
首
分
自
十
以
上
。

大
東
亜
戦
守
勃
瑳
後
山
上
帯
白
金
融
界

第
五
十
五
巻

主王

七

第
五
腕

五
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大
東
亜
戦
争
勃
設
後
D
上
海
由
金
融
界

第
五
十
五
巻

五

l¥、

時
五
鵠

ムノ、

前
項
各
腕
自
預
金
は
毎
月
末
日
現
在
に
よ
り
之
主
定
品
、
そ
白
支
抑
準
備
金
町
預
金
は
毎
笠
月
末
日
迄
に
こ
れ
を
な
す
4
L
。

第
二
保
金
融
槽
闘
は
債
務
の
排
稗
と
し
て
、
揖
保
物
件
由
引
渡
を
受
け
た
る
場
合
に
は
、
動
産
(
諮
券
を
陪
4
}
た
る
と
不
動
産
た
る
と
を
問
は
ず
、

一
ヶ
年
以
内
に
底
分
す
ペ

L
e

第
一
一
一
保
全
融
融
関
管
理
暫
行
帥
世
施
行
前
よ
P
、
同
法
事
ヤ
僚
に
掲
「
る
以
外
白
業
務
主
謙
替
す
る
金
融
構
翻
は
、
本
令
施
行
後
一
ヶ
年
内
に
常
設

業
務
を
清
算
ナ
ベ
し
。

第
四
保
金
融
植
岡
管
理
暫
行
耕
法
第
五
僚
に
よ
り
作
成
し
た
る
管
業
報
告
書
、
委
産
負
債
表
、
財
産
目
録
及
び
損
益
計
算
詩
は
、
中
央
怖
備
錨
行
を

経
由
し
、
財
政
部
に
提
出
す
べ

L
c

Am
五
保
金
融
棚
閥
管
盟
暫
行
緋
法
第
十
二
僚
に
よ
る
金
融
機
闘
業
務
に
闘
す
る
報
告
の
徴
求
は
、
常
分
の
問
中
山
穴
儲
備
銀
行
に
委
託
す
。

第
六
幌
町
政
部
は
、
金
融
槽
闘
よ
り
帳
簿
書
簡
を
提
出
せ
し
む
る
必
要
あ
り
と
認
品
た
る
左
き
は
、
提
出
せ
し
む
可
き
帳
簿
書
類
の
樋
嗣
件
名
そ
の

他
白
要
項
を
指
定
し
、
中
央
儲
備
銀
行
に
ζ

れ
が
虚
理
を
命
ず
。

第
七
僻
財
政
部
は
、
金
融
揖
闘
を
寅
地
検
査
す
る
白
必
要
島
町
J

と
認
め
た
る
と
き
は
、
機
査
す
べ
き
金
融
機
関
白
商
腕
脂
綿
放
に
槍
査
事
項
を
指
定

し
、
そ
の
施
行
を
中
突
備
備
根
行
に
命
子
。

市
甲
央
儲
倒
融
行
は
前
項
賀
施
椴
査
を
了
し
た
る
と
き
は
、
詳
細
且
つ
安
全
な
る
報
告
を
財
政
部
に
提
出
す
べ

L
。

第
八
憐
'
本
細
則
は
公
布
白
日
よ
り
こ
れ
を
施
行
ナ
。

~ 

従
来
中
闘
の
金
融
界
に
於
て
支
配
的
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
中
国
銀
行
及
び
交
通
銀
行
の
雨
行
は
、
九
月
に
至
り
、
重
度
と
の
関
係

者
断
絶
す

Z
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
儲
備
穿
を
資
本
金
と
す
る
純
商
業
銀
行
と
し
て
更
生
す
る
乙
と
与
な
っ
た
。
と
の
雨
銀
行
は
民
族

新
式
銀
行
左
し
で
最
古
白
歴
史
を
有
し
、
巾
閥
銀
行
は
園
際
潟
替
業
務
、
交
通
銀
行
は
圏
内
貸
業
の
猿
展
を
主
要
業
務
l
t
し
、
中
央

銀
行
と
共
に
、
謂
は
ゆ
る
三
大
政
府
銀
行
と
し
て
、
複
合
的
な
る
中
央
銀
行
的
な
組
織
を
構
成
し
、
経
済
金
融
界
に
大
在
る
信
用
を

保
有
し
、
奥
地
に
於
で
は
南
行
が
調
占
的
に
業
務
を
行
っ
て
ゐ
た
と
言
ふ
も
過
言
で
は
友
吉
程
、
民
間
の
経
済
界
に
甚
だ
深
安
一
関
係

を
有
し
て
ゐ
た
。
か

3
0地
位
に
あ
る
雨
銀
行
が
、
中
央
儲
備
銀
行
白
雨
翼
と
し
て
活
動
す
る
に
至
り
た
る
己
と
は
、
「
金
融
機
関
管
'

理
暫
行
排
法
」
目
貫
施
と
共
に
、
中
央
儲
備
銀
行
を
し
て
中
央
銀
行
と
し
て

O
金
融
統
制
力
を
彊
加
せ
し
め
る
も
の
と
言
ム

E
と
が



出
来
る
!
。

併
し
左
が
ら
、
い
ま
、
支
悌
準
備
金
が
、
儲
備
銀
行
に
預
け
入
れ
ら
れ
る
等
の
己
と
陀
よ
り
、
儲
備
銀
行
の
金
融
統
制
力
が
強
加
、

き
れ
た
る
の
一
瞬
に
於
て
、
在
来
中
園
白
金
融
界
に
於
け
る
ギ
ル
ド
的
な
聯
合
準
備
制
度
と
し
て
、
合
同
調
節
と
手
形
交
襖
と
を
行
へ

る
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
曾
や
銭
業
準
備
庫
を
中
心
と
す
る
金
融
機
構
に
射
し
、
中
央
情
備
銀
行
は
如
何
な
る
闘
係
に
立
つ
こ
と
h
h

た
る
か
、
と
い
ふ
こ
と
が
、
貴
際
上
重
要
友
る
問
題
と
た
る
。
立
の
櫛
合
準
備
制
度
は
、
従
来
、
中
・
中
・
交
の
貫
盛
側
三
政
府
銀

行
と
民
間
銀
行
と
の
中
聞
に
介
在
し
、
近
代
的
左
中
央
銀
行
が
同
市
す
べ
き
職
能
白
一
部
を
負
婚
し
、
護
雰
の
棒
限
は
な
か
っ
た
が
、

同

業

医

劃

領

用

制

度

『

よ

り

、

後

段

に

漣

ぷ

る

所

の

胸

膜

制

度

資
金
白
創
作
と
そ
の
調
節
を
た
し
て
来
事
ー
も
白
で
あ
る
。

ま
た
、

も
.
E
の
聯
合
準
備
制
を
基
礎
と
す
る
も
白
で
あ
る
、
そ
れ
は
、
中
園
側
金
融
機
関
に
於
け
る
相
互
的
‘
自
衛
的
左
る
金
融
機
構
と
し

て
、
従
来
特
に
金
融
恐
慌
の
揚
合
に
際
し
、
そ
の
機
能
を
後
揮
し
、
中
園
の
金
融
界
忙
特
殊
的
社
色
彩
を
興
へ
て
ゐ
た
色
白
で
あ
る
。

か
ミ
る
役
割
を
演
巴
、
か
h
h

る
機
能
を
蓋
し
て
居
っ
た
聯
合
準
備
制
度
を
、
い
ま
、
中
央
銀
行
中
心
的
社
る
機
構
に
改
組
し
て
中
国

の
金
融
界
に
何
等
の
ず
障
を
た
か
ら
し
む
る
に
は
、
相
官
の
工
夫
と
準
備
と
を
要
す
る
も
白
と
玄
は
左
け
れ
ば
な
ら

b
ぃ。

乙

D
問
題
に
闘
し
、
九
月
十
日
の
上
梅
よ
り
の
渇
信
に
よ
れ
ば
、
上
海
銀
銭
業
聯
合
委
員
舎
に
於
て
、
財
政
部
の
管
理
金
融
機
関

暫
行
制
掛
訟
公
布
後
、
各
銀
行
銭
湛
の
預
金
保
詮
準
備
金
田
中
央
儲
備
銀
行
へ
の
頂
け
替
へ
に
隠
し
て
、
闘
浦
安
結
を
見
る
に
至
り
、

管
理
金
融
機
関
暫
行
僻
法
貨
施
釧
則
白
公
布
と
、
同
時
に
賞
施
さ
れ
る
と
と
ミ
た
っ
た
と
報
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
鰻
的
左

る
事
貨
は
明
白
で
た
い
か
ら
、
如
何
一
夜
る
態
様
を
以
て
聯
合
準
備
委
員
舎
と
中
央
儲
備
銀
行
と
の
関
係
が
調
整
さ
れ
る
か
は
未
だ
知

る
と
己
ろ
で
は
た
い
。

葎
法
幣
の
抑
は
落
と
儲
備
品
却
の
普
及

大
東
亜
戦
争
勃
溌
後
白
上
海
白
金
融
界

係
五
十
五
巻

五
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第
五
脇

七
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大
東
亜
戦
宇
勃
議
後
白
上
海
白
金
融
界

第
五
十
五
岱

静
五
蹴

五

O 

ノ寸」

大
東
亜
城
午
勃
没
後
、
米
突
の
相
弐
ぐ
敗
北
に
よ
り
、
古
商
法
幣
の
不
安
が
深
刻
化
し
、
民
園
三
十
一
年
(
昭
和
十
七
年
)
一
二
月
比
入

っ

て

か

ら

は

、

軍

禁

相

場

の

昂

騰

が

愈

三

者

し

く

、

正

金

銀

行

が

軍

哀

の

建

値

を

儲

備

銀

行

家

に

限

定

す

る

こ

と
弘
社
っ
た
が
た
め
、
替
法
幣
の
不
安
は
益
ミ
深
刻
と
な
り
、
途
に
一
一
一
月
三
十
日
、
岡
氏
政
府
の
修
正
叫
常
時
貨
幣
暫
行
耕
訟
の
公
布

を
見
る
に
至
り
、
己

L
に
、
巾
央
情
備
銀
行
設
行
の
儲
備
品
神
(
新
法
幣
)
ム
」
健
法
幣
と
の
等
償
問
係
は
全
〈
離
脱
す
る
と
と
が
聾
明
せ

ら
れ
る
忙
至
っ
た
。
そ
の
騨
法
及
び
布
背
は
弐
白
如
く
で
あ
る
。

殊
に
一
一
一
月
九
日

銭古市
H

宇
第
一
一
瞬
整
理
貨
幣
師
刊
行
耕
法
弾
三
僚
凹
第
六
保
体
正
に
闘
す
る
布
告

第
三
保
民
岡
三
十
四
年
十
一
月
三
日
頒
布
の
新
貨
幣
法
令
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
各
積
詰
幣
(
以
下
岱
世
帯
と
稀
ナ
)
は
特
別
の
情
形
を
有
す
る
も
の

の
外
は
暫
時
協
調
を
許
可
す
。

第
四
傑
中
央
情
佃
鉛
行
は
そ
の
後
行
す
る
法
幣
を
以
て
現
在
流
週
せ
，
Q

各
穂
藷
法
幣
を
阿
牧
し
幣
制
の
統
一
を
促
成
す
る
発
得
。

第
六
保
ナ
ペ
て
人
民
自
租
棋
の
納
付
そ
の
他
政
府
に
劃
す
る
支
排
は
、
一
様
に
中
央
怖
備
銀
行
設
行
の
法
待
券
一
行
使
ナ
ベ

L
、
刊
し
財
政
部
自
命
令

に
よ
る
特
定
の
も
の
は
暫
〈
奮
法
幣
の
使
用
を
許
す
。

本
都
法
は
中
華
民
国
コ
一
十
一
年
一
一
一
月
三
十
一
日
よ
り
買
施
ナ
。

一
一
一
月
三
十
日
布
告

一
、
巾
央
怖
備
銀
行
護
行
の
党
換
穿
ー
と
各
積
桂
同
紙
幣
と
の
持
伺
消
遁
規
定
は
、
民
随
一
一
一
十
一
年
ご
九
四
三
年
)
一
一
一
月
三
十
一
日
よ
り
、
と
れ
を
底
止
す
。

二
、
憾
で
現
在
市
中
に
流
詔
せ
あ
各
積
替
紙
幣
は
、
特
別
の
事
情
島
る
も
の
ミ
外
、
な
陪
暫
〈
そ
の
流
羽
吸
許
ナ
。

三
、
総
て
出
国
一
一
一
十
一
年
一
一
一
月
三
ト
一
円
以
前
に
署
名
締
結
せ
る
轄
約
に
し
て
、
特
約
あ
る
も
の
L

件
、
書
紙
幣
を
以
て
計
算
し
て
支
抑
を
な
す
も
の

と
す
。制
し
中
央
儲
備
銀
行
本
胞
の
受
波
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
行
に
於
で
別
に
之
を
定
む
。

そ
の
後
、
米
英
勢
力
の
東
田
諸
地
域
よ
り
の
敗
退
は
、
章
農
政
概
白
県
立
化
を
招
き
、
護
法
幣
は
ハ
拾
を
暴
落
の
一
詮
を
辿
担
、
透

、

丸

〉

に
、
五
月
二
十
七
日
、
南
京
岡
氏
政
府
は
、
蕎
法
幣
の
法
的
通
貨
性
剥
奪
の
翠
明
を
愛
す
る
に
至
り
、
六
月
一
日
附
O
財
政
部
布
告

調祷研究帯三春事十一期-，頁
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を
以
て
、
先
づ
蘇
、
山
刷
、
時
‘
南
京
、
ヒ
海
地
骨
に
於
て
六
用
八
日
上
り
中
央
儲
備
銀
行
券
白
み
を
法
幣
と
認
め
、
十
時
内
法
幣
は
財
政

部
長
の
定
め
た
る
場
合
心
外
、
疋
式
の
使
用
を
認
め
十
、
護
法
幣
三
に
封
じ
一
の
割
合
を
以
て
、
中
央
儲
備
銀
行
家
と
交
換
す
る
己

と
を
命
じ
た
。

そ
の
布
告
は
や
1
0
如
く
で
あ
る
D

財

政

部

布

告

近
年
程
法
怖
の
数
額
日
に
袋
ミ
多
き
を
加
へ
、
金
融
は
そ
り
平
揮
を
央
ひ
、
物
侭
は
盆
ミ
動
悔
す
る
肘
故
に
、
本
部
は
本
年
一
一
一
月
末
雌
金
措
置
を
耕

巴
、
新
嘗
法
幣
等
償
協
調
の
規
視
を
腹
止
し
た
り
。
品
枯
れ

rも
、
世
間
幣
の
低
落
は
そ
回
後
盆
ミ
嗣
著
に
し
て
、
た
め
に
民
品
動
指
じ
、
加
問
稗
安
定
せ
ず

謹
に
中
央
儲
備
銀
行
券
に
よ
る
泊
貨
鶴
一
を
推
越
す
る
に
非
れ
ば
殻
を
壮
む
る
な
し
の
依
っ
て
今
同
本
部
は
先
づ
蘇
、
噺
、
院
、
南
京
、

1
海
地
匝
に

於
て
六
月
八
日
を
期
し
、
開
乎
左
の
措
置
を
抗
施
す
る
こ
と
と

L
、
こ
れ
が
た
め
必
要
な
る
法
的
措
置
を
執
h
H
p
e

ー
一
、
岡
今
中
央
情
側
鈍
行
券
円
み
を
法
幣
と
部
品
、
葎
幣
は
特
に
本
部
長
白
定
め
た
る
場
骨
四
外
、
と
れ
が
E
式
値
川
を
認
め

T
。

二
、
普
法
鮮
は
政
府
に
酔
て
こ
れ
を
同
枕
す
る
た
め
、
沓
法
幣
二
に
却
し
一
白
割
合
を
以
で
中
央
情
僻
組
行
穿
と
吏
換
す
。
但
し
中
央
情
備
銀
行
券
と

の
立
換
に
代
へ
、
同
債
と
交
換
し
、
又
は
銀
行
に
封
ず
あ
預
金
と
な
さ
し
む
る
と
と
あ
あ
ペ

L
o
交
換
す
べ
き
杏
幣
は
中
央
銀
行
券
、
中
関
銀
行
券

及
び
交
誼
銀
行
券
(
券
一
聞
に
J
海
以
外
の
地
名
目
記
入
あ
る
も
白
を
吟
，
、
)
と
し
、
富
山
世
帯
柿
助
券
は
宜
換
せ
ず
、
見
刀
白
問
同
一
額
面
白
中
央
儲
備
現

銀

行

補

助

穿

の

中

間

を

以

て

流

遁

せ

し

む

。

耕

一
一
一
、
前
項
目
一
交
換
に
伴
ひ
交
付
す
べ
き
岡
債
に
つ
い
て
は
、
正
常
な
る
事
由
あ
る
と
き
は
中
央
儲
備
銀
行
に
於
て
、
額
面
に
よ
る
揖
保
貨
を
な
す
の
品
~

な
ら
ず
、
政
府
は
別
に
こ
れ
が
整
闘
の
た
め
の
特
殊
曾
計
を
設
け
、
計
賞
的
に
し
て

H
つ

速

か

な

る

償

還

を

期

す

。

務

J
q
 

問
、
現
存
の
持
品
幣
建
債
構
、
債
掛
は
沓
法
幣
こ
に
割
し
一
の
訓
告
を
以
て
中
央
儲
備
銀
行
券
建
に
改
め
ら
れ
た
る
も
の
と
見
倣
し
、
日
つ
奮
昔
幣
建
白
ヨ

新

規

契

約

は

今

後

一

切

こ

れ

を

無

殻

主

ナ

。

策

究

玉
、
普
法
停
の
和
平
地
恒
外
よ
り
和
平
地
匝
内
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、
爾
後
躍
重
に
乙
れ
を
取
締
る
と
と
ι
エ
す
。
右
に
よ
り
駕
桂
幣
の
怯
附
週
貨
性
圭
嗣済

制

立

す

る

は

、

巾

央

儲

備

銀

行

券

に

よ

る

幣

制

的

統

一

を

促

並

せ

ん

が

た

品

な

"

。

組

奮
怯
併
を
巾
央
怖
備
銀
行
券
と
引
換
み
る
は
、
同
時
に
語
法
幣
所
有
者
を
保
護
す
る
耕
桂
町
"
。
今
各
人
士
そ
の
持
す
る
ξ
ζ

ろ
の
笛
怯
幣
を
政
府

に
扶
仕
し
J
巾
央
怖
備
組
行
券
の
交
刊
を
受
〈
る
は
、
調
り
政
府
四
幣
制
統
一
に
協
力
、
相
桝
安
定
に
数
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
事
以
て
自
b
の
財
産

E

同上-40頁2) 

大
東
部
職
事
勃
設
後
の
上
梅
白
金
融
市
引

第
王
十
五
巻

五

第
五
銃
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大
東
証
職
事
勃
議
後
由
上
海
白
金
融
界

第
五
十
五
巻

五

第
五
腕

O 

保
護
す
る
所
以
な
り
。
各
界
人
士
宜
し
〈
政
府
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
察
し
、
聴
明
悔
を
残
さ
ざ
る
の
措
置
に
出
づ
べ

L
。
右
に
つ
い
て
は
本
日
整
理

奮
法
幣
暫
行
制
法
の
適
用
方
に
闘
す
る
卿
桂
、
整
理
駕
融
市
僚
側
、
民
岡
一
一
一
十
一
年
金
融
安
定
公
債
悼
例
、
民
国
一
-
一
十
一
年
金
融
安
定
時
債
特
時
曾
計
耕

法
を
公
布
し
、
政
府
公
報
、
財
政
部
長
報
を
以
て
刊
布
せ
る
も
、
特
に
蔀
r
h

布
告
し
で
周
知
せ
し
む
。

か
く
て
、
世
間
法
幣
唱
同
収
が
寅
施
せ
ら
れ
、
七
月
十
四
日
に
は
英
米
貸
そ
の
他
の
敵
性
油
貨
及
び
と
れ
を
基
準
と
す
る
一
切
の
取

引
の
禁
b
が
布
告
せ
ら
れ
、
吹
い
で
七
月
二
十
八
日
広
は
儲
備
務
自
信
用
確
立
の
た
め
、

億
闘
の
借
款
を
呉
ふ
る
D
契
約
が
成
立
し
4

日
本
銀
行
よ
り
中
央
儲
備
銀
行
に
封
し
一

か
く
て
儲
備
朱
D
t持
礎
径
と
附
ま
り
、

上
海
に
於
砂
る
通
貨
は
と
の
新
法
幣
と
軍
票
の

一
一
種
と
危
う
た
。

回

制
限
預
金
と
現
紗
頂
金

昭
和
十
七
年
十
三
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
勃
務
官
目
、
中
関
側
銀
行
は
、
替
業
し
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
休
業
し
た
も
の
も
あ

一
一
費
に
休
業
す
る
己
と
i
A

た
つ

っ
た
が
、

九
日
午
前
開
屈
後
一
時
間
程
経
た
る
と
昔
、

工
部
局
よ
り
停
業
命
令
が
あ
っ
た
か
ら

我
が
常
局
の
意
b
E
享
け
て
、
中
園
側
銀
行
に
謝
し
て
預
金
の
引
出
制
限
を
命
令
し
た
。

て
、
同
日
夜
、
中
園
側
白
銀
行
と
銭
証
と
は
、
使
方
の
同
業
公
舎
聯
席
曾
議
を
開
催
し
て
「
上
海
銀
銭
業
替
業
暫
行
耕
法
」
を
議
定

し
、
十
日
よ
り
寅
行
ず
る
己
と
L
た
っ
た
。
調
は
ゆ
る
新
輔
隠
制
度
は
、
己
の
耕
法
に
よ
り
て
、
考
案
さ
れ
た
も
り
で
あ
っ
て
、
預
金

た
a
次
い
で
、
同
目
、

一
ム
部
局
は

D
引
出
制
限
に
封
庖
す
る
た
め
に
、
制
限
外
白
支
梯
に
は
「
撒
款
車
」
を
用
ゐ
る
己
と
与
す
る
の
で
あ
る
。
掻
款
皐
t

と
い
ふ
は
、
銀
行

業
同
業
公
舎
聯
合
準
備
委
員
合
ま
た
は
、
銭
業
同
業
公
舎
聯
合
準
備
席
宛
の
小
切
手
の

E
K
で
あ
る
。
と
の
鞠
脹
制
度
は
、
預
金
引

出
制
限
に
劃
廃
す
る
方
法
で
あ
る
と
共
に
、
と
の
金
融
危
機
の
切
り
抜
け
策
と
も
左
bJ
、
且
つ
上
海
の
金
融
機
構
を
一
愛
せ
し
む
る

も
の
と
た
っ
た
。

E
の
新
特
脹
制
度
は
中
国
側
金
蝕
業
者
の
自
費
的
責
行
に
依
る
も
の
で
、
我
方
営
局
の
指
令
ま
た
は
勧
奨
に
墓
〈

も
む
で
は
友
い
。
己
の
耕
法
は
次
白
如
く
で
あ
る
。

よ
そコ

商際パシフレヴト語信，鉢千四首二十五脱-48頁
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上
海
銀
銭
業
白
替
業
暫
行
紳
揖

一
、
銀
行
、
銭
誕
の
替
業
時
聞
は
、
休
日
を
除
き
、
毎
日
、
午
前
十
時
よ

m牛
後
一
時
迄
と
す
。
土
曜
日
も
車
同
ピ
。

二
、
前
座
預
金
は
、
一
口
に
つ
き
三
日
間
を
誼
ピ
、
現
金
紙
幣
(
現
紗
)
王
宵
元
ま
で
を
受
取
る
と
と
を
得
る
所
目
哲
行
耕
法
に
で
由
措
置
す
。
そ
れ
以
上

の
金
額
に
つ
い
て
は
、
扱
款
単
に
で
支
抑
ふ
を
得
。

三
、
各
預
金
者
が
工
人
の
給
料
支
抑
白
た
め
に
ナ
る
抽
出
は
、
一
一
一
日
に
つ
き
、
平
均
一
人
賞
り
現
紙
幣
廿
元
を
受
理
司
ζ

と
を
得
る
所
白
智
行
脚
桂
に

て
排
理
ナ
。

回
、
定
期
預
金
は
、
満
期
白
時
、
鱗
摂
し
て
定
期
預
A

曜
と
す
る
も
白
土
丹
は
、

-Z
利
を
先
づ
常
座
預
金
に
張
替
へ
、
第
二
項
白
方
法
に
依

n島
理
ナ
e

揖
保
貸
付
は
、
一
口
に
つ
き
一
千
元
を
限
度
と
し
、
預
金
二
千
元
以
下
白
も
白
に
封
し
で
は
、
そ
由
宇
額
を
以
て
限
度
と
ナ
.

豆
、
預
金
者
は
、
鱗
槙
預
金
た
る
と
新
設
預
金
た
る
と
世
間
口

f
、
現
柾
解
に
て
預
け
入
れ
た
る
場
令
に
は
、
そ
の
支
抑
は
現
紙
婚
を
以
て

L
、
暫
行

動
告
の
制
限
を
受
〈
る
こ
止
な
し
。

六
、
預
金
者
が
各
積
白
手
形
を
預
け
入
れ
た
る
ー
と
き
に
は
、
そ
の
引
間
的
場
告
、
一
樟
に
措
款
翠
に
で
支
梯
ふ
も
の
と
す
。

七
、
民
岡
三
十
年
十
二
月
八
日
以
前
張
出
町
長
短
期
本
栗
は
、
ナ
ペ
で
披
款
皐
を
以
で
主
神
ふ
e
右
暫
行
耕
詰
は
市
場
が
正
常
由
服
躍
を
悶
復

L
h
a

際
別
に
公
告
を
以
て
と
れ
を
取
消
す
。

右
の
聯
席
曾
議
に
於
て
は
、
更
に
小
切
手
間

t
の
捺
印
陀
閲
し
て
、
，
択
の
如
〈
に
定
め
ら
れ
た
。

(
イ
)
、
民
闘
一
一
↓
十
年
十
三
月
八
日
よ

D
、
各
行
事
が
そ
の
常
座
預
金
者
に
強
給
す
る
支
携
に
は
、
一
枚
一
枚

2
1県
面
上
に
「
比
謀
祇
准
輔
肢
」
或
は

明
。
同
叶

m
h
v
Z∞
司

E
W
C吋
〉
の
の
q
d辺、
H
4
0屑臼
V

〈
の
宇
様
の
印
を
捺
す
。

但
し
預
金
者
が
-
一
十
年
十
二
月
六
日
以
後
に
預
け
入
れ
た
現
紙
幣
に
ワ
い
て
は
、
何
れ
も
預
金
者
出
土
建
白
捺
印
を
塗
鋪

L
、
鐘
章
諮
明
す
る
こ
主

に
よ
り
、
現
統
幣
を
受
取
る
こ
と
を
得
る
も
白
と
す
。

す
)
、
聯
合
準
備
委
員
骨
白
各
柱
持
行
湛
出
、
委
員
曾
白
「
割
頭
文
嬬
」
を
扱
闘
す
場
合
に
は
、
そ
の
金
額
四
受
抑
は
、
哲
〈
暢
障
に
限
る
ぺ
〈
、
日

ワ
該
中
止
弘
山
梨
面
上
に
つ
此
鼎
祇
唯
韓
脹
」
の
宇
様
D
叩
を
捺
ナ
ベ
し
。

中
間
側
銀
行
代
表
は
、
更
に
十
三
日
、
我
財
務
官
事
務
所
に
批
評
集
し
て
協
議
し
た
る
結
果
、
次
の
決
定
を
行
っ
た
。

て
車
る
十
六
日
よ
り
、
厩
却
に
依
る
排
出
は
無
制
限
に
路
子
。

大
東
亜
職
晶
子
勃
溌
彼
自
上
端
白
金
融
界

務
百
十
五
巷

豆王

コ

鋳
主
観



大
策
亜
職
争
勃
設
彼
自
上
山
田
の
金
融
界

第
五
寸
五
巻

ま五

四

儲
え
蹴

一
一
、
現
金
に
よ
る
抑
出
は
、
信
分
三
口
聞
に
つ
き
、
偶
人
預
金
排
出
は
、
苦
幣
五
一
自
元
、
雇
入
目
賃
銀
支
柿
用
の
抑
出
は
、
一
人
常
習
廿
元
自
制
限
を

総
績
ナ
。

一
一
一
、
個
L
従
業
員
の
賞
奥
及
び
侍
拾
の
支
持
に
必
認
な
る
現
金
は
銀
行
と
預
金
者
と
の
協
議
に
依
り
支
神
ひ
得
る
こ
と
、
与
す
。

と
れ
と
共
に
巾
同
側
銀
行
は
、
我
方
営
局
の
方
針
に
協
制
し
て
、
夏
に
突
の
如
き
申
合
を
行
っ
た
。

て
思
惑
資
金
山
貸
出
は
抑
廓
ず
る
こ
と
6

二
、
軍
政
の
思
惑
投
柵
は
紹
訴
に
行
は
ざ
る
こ
k
。

以
上
が
、
肌
叩
判
官
一
初
江
於
て
、
茂
金
引
同
制
限
に
封
廃
す
る
た
め
に
、
中
岡
側
金
融
機
闘
に
於
て
寅
行
し
た
る
庵
世
で
あ
る
。
己

の
鹿
置
に
於
て
は
、
十
二
月
八
日
以
後
、
銀
行
銭
駐
が
官
座
制
金
者
に
小
切
手
帳
を
渡
す
と
き
忙
は
、
各
架
の
小
切
手
商
忙
、

一寸

此

票
砥
准
時
脹
」
曹
と
捺
印
し
た
も
の
を
渡
す
乙
と
に
た
っ
て
居
る
。
従
っ
て
、
預
金
者
に
し
て
現
金
に
て
受
取
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、

乙
白
捺
印
を
塗
鈎
し
、
策
γ
早
詮
明
せ
し
む
る
己
と
広
た
っ
て
ゐ
る
己
と
は
、
柑
開
法
に
定
む
る
如
〈
で
あ
る
。
併
し
‘
預
金
者
は
、
通

前
に
交
付
を
受
け
た
小
切
手
帳
を
も
っ
て
居
る
。
こ
の
小
切
手
肢
を
用
ふ
る
場
合
に
は
、
制
限
内
は
現
金
に
て
支
捌
は
れ
、
制
限
外

は
接
款
草
に
亡
支
酬
は
れ
る
白
で
あ
る
。
例
へ
ば
三
、
五

O
O尤
白
小
切
手
を
振
出
し
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
銀
行
よ
り
、
二
一
日
を
従

じ
て
五

O
O元
造
は
現
金
h

法
融
市
)
に
て
受
取
り
、
他
は
援
款
皐
に
て
支
拐
は
れ
、
そ
白
旨
を
小
切
手
D
裏
に
記
載
し
、
署
名
捺
印
す

る
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
い
づ
れ
の
揚
合
に
於
て
も
、
現
金
(
法
幣
)
を
受
取
り
得
る
の
は
、
預
金
者
本
人
に
限
ら
れ
る
。
小
切
手

が
第
三
者
。
千
に
渡
り
、
モ
の
支
携
を
銀
行
が
行
ム
場
合
に
は
、
金
制
問
が
扱
款
車
で
文
携
は
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
油
ベ
た
る
所
主
要
約
す
れ
ば
、

第
一
に
、
政
金
引
出
の
制
限
す
訟
は
ち
封
鎖
預
金
の
稜
生
で
あ
る
。
そ
し
て
中
関
側
白
銀
行
錯
荘
に
於
け
る
頂
金
は
全
部
封
鎖
せ

ら
れ
二
定
の
限
度
内
に
於
て
法
幣
を
以
て
す
る
引
出
が
許
苫
れ
る
。
己
れ
は
混
乱
に
よ
る
取
付
の
防
止
を
目
的
と
し
た
白
で
あ
る
。



新
制
度
下
に
於
け
る
営
座
質
金
の
法
幣
に
依
る
引
間
制
限
を
、
従
前
白
も
の
と
比
較
す
る
に
、
そ
白
制
限
は
寛
大
で
あ
る
。
と
れ

は
そ
白
後
に
於
け
る
物
使
騰
貴
が
考
慮
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ず
な
は
ち
新
制
度
に
於
け
る
現
金
引
出
の
可
能
限
度
は
、
=
一
日

に
五

O
O元
で
あ
る
が
、
膏
制
度
の
下
に
於
て
は
、
と
れ
よ
り
厳
重
で
あ
っ
た
。
民
図
二
十
六
年
八
月
の
非
常
時
期
安
定
金
融
制
開
法

に
於
て
は
、

一
週
間
、
演
金
残
高
の
百
分
の
五
、
最
高
一
五

O
元
で

b
っ
た
。
更
に
、
民
闘
二
十
八
年
六
月
の
新
安
定
金
融
燐
法
に

一
週
間
に
五

O
O元
守
あ
っ
た
。
ゆ
ゑ
に
新
輔
脹
制
度
の
下
に
於
て
は
、
習
制
度
の
揚
合
に
比
較
し
て
、
上
海
金
融
市
場

於
て
は
、

の
封
鎖
資
金
は
、
比
較
的
急
建
忙
法
幣
資
金
に
縫
り
得
る
可
能
が
あ
る
。

第
一
唱
に
、
十
二
月
十
日
以
後
の
一
法
幣
現
金
は
、
無
制
限
に
引
出
し
得
る
O
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
工
り
法
幣
白
銀
行
銭
妊
へ
の
還
流

を
計
り
法
幣
白
退
蔵
を
防
止
せ
ん
と
す
る
D
で
あ
る
。
封
鎖
奴
金
は
時
目
白
経
過
と
共
に
法
幣
に
て
引
出
さ
れ
終
る
の
で
あ
る
か
ら

己
白
引
出
さ
れ
た
る
法
幣
を
再
び
預
金
に
時
ぜ
し
め
、

突
第
に
上
海
金
融
界
を
法
幣
経
済
の
常
態
民
復
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
る

る。
第
三
に
、
糊
脹
制
度
の
創
設
で
あ
っ
て
、
吋
鎖
現
金
の
引
出
制
限
以

k
o
引
出
が
、
援
款
車
を
以
て
行
は
る
L
の
で
あ
る
。
と
の

竣
款
車
は
、
原
則
と
し
て
現
金
(
法
幣
)
を
以
て
決
済
せ
ら
れ
左
い
も
D
で
、
た
Y
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
曾
並
に
銭
業
聯
合
準
備
庫

に
於
け
る
各
銀
行
銭
症
の
預
け
金
勘
定
の
付
替
に
よ
っ
て
決
済
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

-
明

己
れ
ら
の
結
果
と
し
て
、
従
来
、
中
関
側
銀
行
錯
賠
に
は
、
預
金
及
び
モ
れ
に
謝
し
て
振
出
さ
る
L
A

票
操
(
小
切
手
)
に
、
三
種
目

も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
整
理
せ
ら
れ
て
一
一
種
白
も
白
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
束
越
戦
守
以
前
に
於
け
る
上
海
白
中
岡
側
銀
行
銭
湛
の
預
金
に
は
、

種
が
あ
っ
~
た
。
法
幣
現
金
と
い
ム
は
、
法
幣
若
し
く
は
法
幣
環
協
を
以
て
預
け
入
れ
た
預
金
で
あ
っ
て
、
法
幣
を
以
て
自
由
に
引
出

て
法
幣
蹴
金
、
二
、
制
限
茂
金
、
二
一
、
陸
劃
頂
金
の
三

@ 

大
東
亜
職
争
勃
賞
後
白
上
梅
田
金
融
界

品
開
五
十
五
巻

互五

五

弾
五
腕



大
東
亜
職
争
勃
護
後
白
上
海
白
金
融
界

傍
五
十
五
巻

五
二
六

静
五
抗

= 
四

.e¥ 

し
得
る
も
の
で
あ
る
。
制
限
玖
金
と
い
ふ
は
、
民
岡
一
一
十
六
年
白
非
常
時
期
安
定
金
融
癖
法
、
若
し
く
は
、
民
図
二
十
八
年
の
新
安

定
金
融
制
開
法
に
よ
り
T
一
、
現
金
た
る
法
幣
を
以
て
引
出
す
に
は
一
定
白
制
限
が
あ
り
、
そ
白
制
限
以
上
は
、
師
開
討
を
以
て
で
友
け
れ

ば
、
引
出
す
と
と
白
州
来
な
い
関
金
で
る
る
。
陸
剰
と
は
、
後
に
漣
ぷ
る
如
〈
、
現
金
を
以
て
は
決
済
せ
ら
れ
十
、
そ
の
ま
h

に
預

金
と
し
泣
け
れ
ば
た
ら
お
手
形
の
と
と
で
あ
る
。
隠
劃
損
金
と
は
前
二
種
白
預
金
に
し
て
、
時
間
割
を
以
て
排
出
さ
れ
、
そ
の
隠
劃
が

預
け
入
れ
ら
れ
て
、
預
金
と
友
っ
た
も
の
で
、
且
つ
陪
劃
を
以
て
ピ
泣
け
れ
ば
、
引
出
し
得
左
い
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
前
遁
の
梼
業
暫
行
制
開
法
白
賞
施
は
、
閏
ら
、
己
の
三
種
の
預
金
を
、
す
べ
て
新
ら
た
た
る
制
限
現
金
の
一
本
と
し
て
仕

舞
ひ
、
そ
の
後
の
現
金
主
以
て
す
る
預
金
と
、
別
個
の
取
扱
と
た
っ
た
か
ら
、
結
局
、
現
紗
預
金
と
劃
頭
預
金
と
の
こ
つ
と
た
っ
た

の
で
あ
る
o

前
者
は
、
無
制
限
に
自
由
に
現
金
を
以
て
引
出
さ
れ
得
る
も
白
で
あ
り
、
後
者
は
、
前
漣
の
，
隠
劃
預
金
と
費
質
を
同
巴

〈
し
、
捜
款
草
白
み
を
以
て
梯
渡
さ
る
与
も
白
で
あ
る
。
従
っ
て
、
預
金
主
移
柚
押
す
る
按
款
寧
そ
の
他
D
手
形
小
切
手
に
も
、
現
紗

'
t
劃
頭
と
白
」
一
種
が
生
や
る
己
と
L
左
っ
た
。

割
耐
と
い
ふ
は
、
戦
前
中
園
長
て
営
日
現
金
を
以
て
支
携
は
る
去
票
(
小
切
手
)
を
意
味
し
た
白
で
あ
り
、
障
害
一
言
言
、

前
謹
白
如
〈
、
と
れ
に
反
し
現
金
化
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
w
h

手
形
交
換
を
経
て
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
舎
に
於
け
る
同
業
預

金
の
振
替
忙
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
も
白
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
大
東
亜
戦
争
後
、
臨
調
の
名
綿
が
消
滅
し
、
職
前
に
於
て
は
営
日
現

金
を
以
て
支
梯
は
れ
た
る
到
頭
が
、
性
質
一
費
し
て
戦
前
白
匪
劃
の
性
質
を
帯
ぷ
る
に
至
り
、
現
金
を
以
て
支
捌
怯
る
h
A

と
と
泣
き

手
形
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。E 

新

聴

脹

制

度

新
特
障
制
度
司
E
E
E
口
。
=
司
回
『
ω
古
田
)
は
、
前
遁
D
替
業
暫
行
耕
訟
の
寅
施
方
法
と
し
て
生
れ
た
も
白
で
あ
る
。
と
の
制
度

@ 
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は
六
倍
従
前
回
暦
劃
制
度
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
主
た
る
差
異
を
迅
ぶ
れ
ば
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

従
前
白
岡
山
劃
制
度
に
於
て
は
、
封
鎖
さ
れ
た
る
営
座
預
金
の
振
替
手
段
段
、
銀
行
銭
班
自
ら
が
振
出
す
所
の
本
票
(
約
束
手
形
)
或

は
支
票
(
小
切
手
)
で
あ
っ
た
白
が
司
新
繭
仲
間
開
制
度
に
於
て
は
、
銀
行
聯
合
準
備
合
或
は
銭
業
準
備
庫
宛
の
支
票
で
あ
っ
て
、
そ
の
決

桝
は
そ
れ
ら
に
於
貯
る
銀
行
銭
妊
白
預
け
会
を
以
て
す
る
口
座
聞
の
振
替
陀
よ
っ
て
行
は
れ
る
白
で
あ
る
。
次
ぎ
に
葎
限
剖
制
度
の

時
代
に
は
、
陸
劃
は
外
貨
鞠
換
性
を
も
っ
て
居
た
い
が
、
法
幣
は
外
貨
鞠
協
理
性
を
も
っ
て
居
っ
た
か
ら
、
と
の
三
種
の
通
貨
は
も
と

。
離
に
於
て
機
能
を
異
に
し
て
居
た
が
、
新
制
度
で
は
、
法
幣
も
慨
に
外
貨
縛
換
性
を
敏
い
て
ゐ
る
白
で
あ
る
か
あ
、
爾
者
の
機
能

上
回
相
蓮
は
消
滅
し
た
。
護
雁
劃
制
度
は
、
そ
の
首
時
の
預
金
た
る
費
金
よ
b
外
貨
蹄
換
性
を
奪
ひ
、
以
て
資
金
の
海
外
逃
避
を
防

止
す
る
こ
と
を
、
そ
の
重
要
注
る
作
用
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
新
制
度
の
下
に
於
て
は
、
預
金
封
鎖
に
土
る
経
済
界
の
混
飢
を

防
止
せ
ん
と
す
る
と
と
を
、
そ
の
圭
た
る
佐
務
と
す
る
の
で
あ
る
。

更
比
ヤ
新
特
賎
制
度
は
、
調
は
ゆ
る
同
議
醗
劃
の
領
用
制
度
を
廃
止
し
た
。
従
前
の
陪
割
制
度
に
於
て
は
(
民
岡
二
十
八
年
六
月

以
来
)
銀
行
業
同
業
公
曾
聯
合
準
備
委
員
合
並
に
銭
業
準
備
庫
D
各
加
盟
銀
行
銭
躍
は
、
上
海
銀
行
業
向
栄
公
舎
聯
合
準
備
委
員
合

e
h
k
D
財
産
を
提
供
し
「
同
業
展
劃
」
を
領
周
し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ミ
聯
合
準
備
委
員
舎
に
於
け
る
彼
等
の
障
調
営
座
預

金
と
し
て
預
け
入
れ
、
モ
れ
を
同
業
陸
劃
の
決
桝
資
金
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
み
。
然
る
に
、
そ
の
所
謂
「
領
府
同
業
雁
劃
」
は
民
悶
一
一
一

に
劃
し
て
、

十
年
(
昭
和
十
六
年
)
十
二
月
十
二
日
限
り
を
以
て
、

捨
保
品
も
亦
全
部
返
却
さ
れ

h
。
己
の
飼
用
問
器
内
陸
却
制
度
に
代
っ
て
、
如
何
な
る
制
度
が
設
置
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
若

一
律
に
劃
問
主
以
て
杢
部
}
退
陣
せ
ら
れ
、
各
銀
行
銭
粧
の
提
供
せ
る
領
周
陸
割

し
、
前
惑
の
如
〈
各
銀
行
銭
症
が
婚
保
財
産
の
提
供
を
基
礎
と
し
て
、
相
互
負
債
の
機
構
に
よ
り
資
金
を
創
出
す
る
の
方
法
を
停
止

し
た
と
す
れ
ば
、
己
主
民
、
ま
た
、
奮
際
割
制
度
と
新
開
賎
制
度
と
の
聞
に
著
し
い
差
異
が
あ
る
露
で
あ
る
ロ
尤
も
民
間
三
十
一
年

大
東
亜
戦
争
勃
致
後
四
上
海
白
金
融
界

第
主
+
五
巷

五

七

第
五
観

五
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大
東
亜
職
事
勃
議
後
の
上
海
白
金
融
界

傍
五
十
五
巻

= 
六

五
二
凡

第
五
鵠

六
月
一
日
比
上
海
銀
行
業
同
業
公
曾
聯
合
準
備
委
員
舎
は
排
理
各
行
控
訴
放
事
宜
暫
行
興
法
を
施
行
し
、
銀
行
銭
賠
は
一
定
の
財
産

を
提
供
し
て
、
聯
合
準
備
委
員
合
よ
り
訴
借
ず
る
己
と
を
得
る
と
と
ι
為
し
た
が
、

そ
の
掠
借
期
間
は
僅
に
十
日
と
定
め
ら
れ
た
か

ら
、
己
れ
は
コ
ー
ル
ロ

1

Y
的
危
資
金
白
創
作
に
過
ぎ
一
泣
い
も
の
で
あ
る
。

護
区
制
制
度
の
下
に
あ
り
て
は
、
契
機
に
劃
頭
葉
擦
と
陸
劃
臣
官
接
と
が
あ
り
、
後
者
は
「
同
業
陸
剖
」

Q
Z
J『
何
回
国
〉
Z
岡
田
M
H
4
4
F伺

冨
同

z-H.
。
Z
F
i
J
の
捺
印
が
あ
っ
た
。
然
る
に
、
現
行
自
聯
膳
制
度
に
於
て
は
、
票
擦
は
、
全
部
劃
頭
葉
様
で
あ
っ
て
、

「
現
紗
」
(
口
、
，
m
Z
)
の
捺
印
あ
る
も
D
は
現
紗
〔
法
幣
)
襲
様
で
あ
り
、
他
は
「
此
禦
祇
准
持
脹
」
(
明
。
列
国
E

Z
羽
田
W2w
〉門口
C
C
Z
4

モ
の
う
ち

。ZF
d
~

ま
た
は

吋
H
W
〉
ザ
角
田
】
可
閏
回
目

D
F
J『
k
p
同
)

の
捺
印
の
あ
る
も
り
も
、

己
の
捺
印
。
注
い
も
の
も
、
、
い
づ
れ
も
新
調
頭
葉
擦
で
あ

る
。
臨
劃
票
擦
と
陸
劃
預
金
は
現
在
は
肱
に
消
滅
し
、
前
遁
の
如
く
、
劃
頭
預
金
と
劃
顕
酉
h

擦
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意

味
は
、
戦
前
の
そ
れ
と
根
本
的
に
異
た
る
も
の
と
一
た
っ
た
の
で
あ
る
。

新
制
押
脹
制
民
の
採
用
と
共
に
、
従
来
用
ゐ
慣
れ
た
る
「
陸
剖
」
た
る
言
葉
の
一
代
り
に
、
と
れ
も
元
か
ら
用
ゐ
ら
れ
て
居
っ
た
「
割
頭
」

た
る
言
葉
が
専
ら
用
ゐ
ら
る
L
や
う
に
た
っ
た
。
元
来
は
、
陸
劃
は
主
と
し
て
交
換
に
よ
っ
て
決
済
せ
ら
れ
る
手
形
で
、
特
に
現
金

排
を
請
求
す
る
者
に
は
期
日
の
翌
日
に
支
排
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
近
に
は
、
現
金
に
て
は
金
〈
支
梯
は
れ
注
い
も
白
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
割
頭
は
期
日
の
営
日
に
於
て
現
金
梯
D
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
新
特
脹
制
度
に
於
て
、
己
の
剥
顕
が
、
現
金
主
以

て
支
排
は
れ
な
い
も
の
と
せ
ら
れ
、
全
く
、
最
近
の
陸
劃
左
同
じ
性
質
の
も
の
と
左
っ
た
か
ら
、
回
開
制
劃
た
る
名
鮮
が
厩
止
せ
ら
れ
、

専
ら
剖
頭
な
る
言
葉
が
用
ゐ
ら
れ
る
己
と
i
A

た
っ
た
の
で
あ
る
。
「
劃
頭
原
本
矯
営
H
支
現
之
支
票
。
今
既
改
潟
鷹
剥
性
質
。
而
帰

属
劃
之
高
名
義
取
鈎
。
回
劃
頭
興
奮
時
之
陪
劃
無
肌
L
。
然
る
に
、
一
般
の
世
聞
に
於
て
は
、
久
し
〈
慣
用
さ
れ
た
る
際
劃
と
い
ふ
言

葉
低
、
相
竣
ら
や
用
ゐ
ら
れ
、
新
輔
脹
制
度
も
新
陪
劃
制
度
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
併
L
L，
「
極
劃
張
る
名
稽
は
陸
劃
組
合
た
る
言
葉

z 銀行週報，第二十六巻，第一期二期合予jー上海金融Z頁



に
於
て
使
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
今
干
上
悔
金
融
用
語
か
ら
は
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
賦
を
注
目
す
ぺ
昔
で
あ
る
e

故
に
己
目

新
ら
し
昔
制
度
を
鴎
謝
制
度
と
呼
ぶ
の
は
正
し
〈
友
〈
、
む
し
ろ
料
販
制
度
又
は
劃
頭
制
度
と
言
っ
た
方
が
よ
い
の
で
あ
払
o
」

題

己
の
新
一
時
一
脹
制
度
、
と
関
聯
し
て
、
昭
和
十
七
年
一
月
七
日
よ
り
、
日
本
側
銀
行
も
割
引
関
頭
金
勘
定
を
開
設
す
る
と
と
L
在
っ
か
。
哨

己
の
揚
合
に
於
て
、
何
一
該
預
金
の
受
入
は
、
日
本
人
た
る
刷
患
い
が
自
己
の
取
引
に
付
昔
、
受
取
り
た
る
廃
劃
手
形

(
E
し
三
日
へ
ぽ
酬新

劃
一
関
手
形
の
と
と
、
以
下
閉
じ
)
を
以
て
す
る
揚
合
に
限
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
排
出
は
陸
劃
手
形
を
以
て
す
る
争
原
則
と
す
る
が
鍋

銀
行
の
都
合
に
依
り
現
金
を
以
て
す
る
己
と
が
出
来
る
。
川
顧
客
が
隠
劃
預
金
D
排
出
を
求
・
む
る
と
き
は
、
日
本
側
銀
行
は
、
聯
合
出
掛

準
備
舎
宛
向
行
の
陸
劃
手
形
を
振
出
し
て
、
交
付
す
る
。
一
山
本
邦
銀
行
は
匪
劃
白
需
要
者
に
封
し
、
自
行
の
聯
合
準
備
品
開
宛
一
陣
劃
小
指
岬

忠
一

切
手
を
寅
漉
す
、
-
一
顧
客
が
匪
劃
頭
金
勘
定
の
現
金
排
出
を
受
け
ん
と
す
る
時
は
、
強
め
営
該
本
邦
銀
行
よ
り
財
務
官
に
申
請
し
許
下
腕
刊

官
2
7骨

可
を
得
る
を
要
す
る
。
但
し
一
ヶ
月
を
渇
じ
五
千
元
以
下
の
揚
合
は
許
可
乞
要
せ
ざ
る
こ
と
、
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
孔
笥

丸
'
第

十
情
期

二
事
一

月
済
第

三
髄
'

年
亜
巻

七
東
大

十
'
十

和
局
ニ

ー
柏
崎
J

報
行
報

新
銀
週

陳
平
行

大
日
銀

か
〈
て
、
日
本
側
も
劃
頭
を
受
入
る
h

E
と
を
得
る
こ
と
に
な
り

一
定
の
制
限
白
下
に
却
期
預
金
の
現
金
化
の
便
宜
も
興
へ
ら

れ
、
日
華
聞
の
取
引
の
国
滑
K
資
す
る
己
と
as
左
っ
た
J

¥
奮
時
K
於
け
る
師
陣
劃
と
同
様
、
劃
頭
は
制
度
上
、
現
金
(
法
幣
)
に
交
換
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
質
際
上
、
賭
現
(
割
引
)
に
土
つ

て
、
現
金
化
し
得
る
塗
が
開
か
れ
て
ゐ
る
。

大
東
亜
戦
争
勃
裂
白
営
初
、

そ
の
割
引
率
は
茜
し
〈
大
で
あ
う
た
が
、

漸
次
上
海
金

融
市
揚
の
安
定
と
法
幣
資
金
白
漸
増
と
に
上
り
、

F
落
し
つ
L
A

あ
る
。
銀
行
週
報
は
「
大
勢
の
趨
↑
く
と
と
る
、
現
紗
(
法
幣
)
を
投
帯
す

る
は
厄
介
で
あ
り
危
恰
も
多
い
上
に
、
現
紗
が
詮
に
は
市
揚
に
多
数
流
入
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
将
来
は
割
引
が
消
へ
、
甚
し
雪
に

至
つ
て
は
、
劃
頭
に
却
っ
て
プ
レ
ミ
ア
ム
が
附
〈
と
と
も
る
り
得
る
と
と
で
あ
る
と
言
ふ
。
醤
隆
副
の
時
代
に
も
、
か
ミ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
現
象
が
一
時
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
奮
陸
劃
と
新
劃
頭
と
は
、
そ
の
金
融
的
環
境
(
主
と
し
て
現
金
持
換
性
)
に
相
還
が
あ

大
東
亜
職
苧
勤
務
後
四
上
梅
田
壷
限
界

第
五
十
五
巻

五

九

樺
五
腕

七

)
)
)
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る
か
ら

そ木
の=
亜

里誼 軸

は事
疑勃
間設
て'"
あ白
，上
1f毎
白

金

事

第
五
十
五
巻

第
五
雄

ハ‘

五一一一

O

た
ほ
、
劃
頭
預
金
の
現
金
化
に
闘
し
、
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
舎
に
も
、
そ
り
擢
限
が
附
奥
さ
れ
て
居
る
や
う
で
あ
っ
て
、
日
本

側
銀
行
白
現
金
化
白
樺
限
と
相
共
医
、
そ
れ
を
遁
ヒ
て
、
財
政
部
が
貼
現
卒
の
統
制
も
な
し
得
る
や
う
で
あ
る
。
己
の
賠
に
閥
し
、

銀
符
週
報
は
弐

D
如
〈
報
じ
て
ゐ
る
。

a

「
本
市
白
到
頭
票
擦
の
割
引
車
が
漣
日
激
騰
し
、
最
高
毎
高
元
に
つ
き
一
千
五
百
元
で
島
品
。
ず
な
は
ち
現
紗
(
怯
幣
)
一
寓
元
と
割
頭
一
寓
一
千
五

百
元
主
換
「
得
る
。
銀
行
業
聯
令
準
備
委
員
骨
は
、
劉
頭
の
割
引
率
の
再
騰
に
踏
み
、
同
業
白
需
要
を
調
節
す
る
た
め
、
再
び
現
紗
を
供
給
す
る
と
ー
と

に
決
定
し
た
。
鋳
担
方
面
は
、
銀
行
業
駒
A
H
U

準
備
委
員
舎
が
鋳
業
平
僧
陣
に
供
給
し
、
別
に
各
銭
高
に
直
接
に
は
供
給
し
な
H

け
れ
E
も
、
凡
で
の
担

行
業
聯
合
準
備
委
員
舎
の
往
車
銀
行
は
、
均
し
〈
虫
記
由
日
時
に
該
曾
所
定
内
毎
合
引
換
数
量
に
周
L
て
、
割
頭
柱
車
戸
輔
帳
嘩
荷
菩
或
は
支
罫
を
指

出
L
、
散
骨
に
向
っ
て
現
卦
と
の
峠
守
備
引
換
を
請
求
す
る
と
と
が
出
謀
、
該
官
は
各
銀
行
の
現
針
口
座
に
記
帳
す
る
こ
と
h

な
っ
た
。
そ
の
日
時
は
刊

第
一
次
、
王
月
二
十
五
日
よ
り
=
一
卜
日
ま
で
、
第
二
次
大
月
一
日
よ
り
十
日
ま
で
」
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
割
顕
も
現
金
化
の
徐
裕
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
己
白
鮪
に
於
て
も
新
特
脹
制
度
は
従
前
の
槙
陸
剖
制
度

A
臥

'ム圭P己
」
旦
パ
つ
て
ゐ
る
。

圃晶.
~、

手
形
交
換
制
度
ー
の
務
暗
躍

上
海
白
新
式
銀
行
間
K
は
、
も
と
、
手
形
交
換
機
関
た
く
外
灘
銀
行
干
、
陪
劃
柚
醐
曾
を
週
巴
て
、
手
形
交
換
が
た
さ
れ
て
ゐ
た
の

で
あ
っ
た
が
、
民
国
二
十
二
年
江
初
め
て
手
形
交
換
所
(
票
操
交
換
所
)
が
設
立
せ
ら
れ
、
上
海
銀
行
業
同
議
会
合
聯
合
準
備
委
員
合

に
附
設
せ
色
れ
る
己
と
白
ふ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
交
換
所
成
立
話
一
仰
に
於
て
は
、
そ

E
K
於
て
交
換
決
消
せ
ら
れ
る
り
は
、
新
式
銀
行

間
に
於
て
受
渡
す
る
手
形
小
切
手
に
隈
り
、
銀
行
と
銭
斑
聞
及
び
銀
行
と
外
灘
銀
行
聞
の
手
形
は
従
前
泊
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
民

国
二
十
四
年
六
月
よ
り
、
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
舎
と
銭
業
聯
合
準
備
庫
と
の
仲
介
の
も
と
に
、
雨
者
聞
に
於
て
一
括
し
て
相
殺
振

銀行週報，第二十六巻，事十九期=十期告刊ー金融雑誌z頁") 



替
が
符
は
る
お
こ
と
与
な
り
、
民
国
三
十
八
年
よ
り
、
上
海
銀
銭
業
両
市
嫁
集
中
交
換
腕
法
に
よ
り
、
鑓
業
準
備
庫
が
聯
合
準
備
委
員

舎
の
票
嫁
交
換
に
加
入
し
て
、
銭
症
、
銀
行
間
白
手
形
白
集
中
交
換
が
た
さ
れ
る
と
と
A
た
っ
た
の
で
あ
る
。

か
〈
て
、
上
海
に
於
て
は
、
統
一
的
左
近
代
式
手
形
交
換
制
度
が
、
漸
吠
完
成
に
近
づ
き
、
そ
の
採
用
す
る
方
法
も
日
本
の
如
〈

定
時
K
於
け
る
清
算
(
ク
リ
ヤ

p
y
r
)
を
採
用
し
、
そ
の
差
額
が
帳
簿
上
白
付
替
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
大
東

亜
戦
争
勃
議
白
約
一
コ
ク
月
前
、
と
り
ク
リ
ア
リ
ン
グ
白
方
法
が
改
め
ら
れ
て
、
聯
合
準
備
委
員
舎
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
代
牧
)
の

方
法
に
鑓
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
海
銀
行
業
聯
合
準
備
委
員
合
鑓
更
奥
様
交
換
制
度
興
法
十
五
僻
に
規
定
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
従
前
白
交
換
銀
行
及
び
委
託
代
理
交
換
銀
行
の
同
別
を
廃
し
、
一
様
に
特
約
往
来
銀
行
と
な
し
、
各
特
約
銀
行
は
醤
時
に

於
げ
る
が
如
く
、
票
接
交
換
所
に
定
略
に
合
す
る
と
と
な
〈
、
各
別
に
聯
合
準
備
委
員
舎
に
、
謂
は
ゆ
る
代
牧
を
委
託
し
て
、
聯
合

準
備
委
賀
舎
に
於
け
る
各
自
白
預
け
金
問
の
振
替
を
し
て
貰
ム
仕
組
で
あ
る
。

ず
な
は
ち
、
手
形
決
憐
白
手
緩
は
、
全
部
聯
合
準
備
委
員
曾
が
捨
任
し
、
票
時
四
交
換
所
が
有
名
無
寅
吉
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の

や
う
に
改
め
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
「
近
来
各
種
粟
擦
の
数
が
日
比
増
加
し
、
清
算
手
続
の
一
致
が
困
難
と
な
り
、
聯
合
舎
の
事
務
方

面
も
益
と
繁
多
複
雑
と
た
り
、
票
捺
交
換
に
つ
い
て
も
、
計
算
白
時
間
、
揚
所
白
面
積
K
限
度
が
あ
り
、
筒
車
な
ら
ん
己
と
を
求
む

に
代
戦
方
法
を
以
て
す
る
清
算
に
改
め
た
」
と
そ
の
解
法
白
前
書
吉
民
載
せ
て
ゐ
る
。

る
も
如
何
と
も
友
し
得
宇
、
手
続
の
統
一
白
た
め
、
倫
敦
交
換
所
の
常
用
せ
る
交
換
制
度
を
参
照
し
、
す
べ
て
白
黒
域
交
換
を
一
様

そ
の
良
貨
の
理
由
が
奈
港
に
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、

E
D
代
牧
方
法
に
よ
る
手
形
交
換
制
度
は
、
大
東
斑
戦
争
勃
後
後
再
び

ク
リ
ア
リ
V
グ
の
方
法
に
復
蹄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
民
国
三
十
一
年
(
昭
和
十
七
年
)
五
月
一
日
よ
旬
施
行
白
上
海
銀
行
業
同
業

公
曾
聯
合
準
備
委
員
舎
恢
復
定
時
葉
様
変
換
制
度
燐
仲
間
に
土
っ
て
規
定
せ
ら
如
、
コ
レ
ク
シ
ヨ
V

に
よ
る
交
換
方
法
が
、
再
び
定
時

大
東
亜
職
事
勃
品
直
後
白
上
梅
田
金
融
界

¥I 

傍
五
十
五
巻

宝玉

= 

解
五
鵠

ブL
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大
東
亜
職
争
勃
凌
後
白
上
海
白
金
融
界

第
五
十
五
轡

平三

一

静
E 
韓

四
O 

の
ク
り
ア

p
ン
グ
に
よ
る
交
換
制
度
に
恢
復
さ
れ
た
白
で
あ
る
。

そ
し
て
民
園
=
一
十
一
年
(
昭
和
寸
七
年
)
六
月
一
日
よ
り
、
前
惑
の
如
く
、
財
政
部
布
告
を
以
て
、
上
海
地
匝
に
於
て
も
六
月
八
日
よ

り
中
央
儲
備
銀
行
雰
の
み
を
法
幣
と
認
め
、
奮
法
幣
二
に
封
し
一
の
割
合
を
以
て
、
中
央
儲
備
銀
行
雰
と
交
換
す
る
と
と
が
規
定
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
手
形
交
撲
に
闘
し
で
も
、
中
央
儲
備
銀
行
券
を
本
位
と
な
す
乙
と

L
Kり
、
銀
行
聯
合
準
備
委
員
舎
は
、
甜
商

法
幣
に
よ
る
現
紗
及
び
劃
頭
白
票
披
交
換
を
停
止
し
、
中
央
儲
備
銀
行
建
白
票
操
交
換
を
泣
す
と
と
ミ
た
っ
た
。
概
略
次
の
如
T
旬。

卜
事
国
は
、
霊
山
僻
現
静
止
び
奮
法
師
m
劃
一
蝿
由
圃
零
時
交
換
を
均
し
〈
六
月
一
日
よ
"
停
止
す
@

二
六
月
一
日
よ
P
、
本
官
は
中
儲
券
劉
頭
慕
擦
交
換
を
摺
排
ナ
。

vλ 但
六
月
一
日
よ
り
、
交
換
融
行
、
委
託
代
理
交
換
接
行
K
F
其
他
佐
官
用
銀
行
鋳
躍
が
、
五
月
三
十
一
日
以
前
白
振
出
に
也
九
る
醤
桂
僻
現
妙
K
F萄

法
幣
劃
国
票
擦
を
受
入
れ
た
る
と
き
は
、
一
枚
毎
に
、
ニ
劃
一
目
割
合
を
以
て
、
別
々
に
中
儲
券
(
す
な
は
ち
中
楠
勢
現
酔
〉
及
び
中
情
勢
劉
頭
金
額

と
換
算
す
ベ
し
。
而
し
て
換
算
せ
る
金
額
を
鶏
操
正
面
に
紅
色
町
山
数
牢
を
以
で
明
記
L
、
別
々
に
克
換
或
は
委
託
代
軟
に
提
出
す
ベ
L
@

間
各
銀
行
空
事
、
本
官
に
有
す
る
桂
枇
m
現
紗
預
金
は
、
各
一
行
躍
に
於
て
、
民
困
コ
一
十
一
年
五
月
三
十
円
限
り
の
ま
阿
倍
玄
関
高
在
、
六
月
一
目
、

韓
股
雄
前
書
或
は
支
圏
構
を
以
て
ニ
封
一
四
割
合
を
以
て
、
中
儲
券
金
額
に
換
算
L
、
各
官
践
銀
行
錯
躍
の
従
来
よ
り
有
ナ
る
中
備
容
口
座
に
振
替

へ
る
べ
し
。
上
越
中
儲
券
口
座
は
中
情
勢
現
妙
口
座
主
ナ
。

ほ
各
銀
行
錯
紅
白
本
官
に
有
す
る
奮
怯
幣
劉
頑
預
金
は
、
各
銀
行
錯
挺
に
於
て
、
民
岡
三
十
一
年
主
月
=
一
十
日
現
在
四
本
舎
借
方
残
高
E
、
六
月
一

目
、
輔
脹
聾
前
書
或
は
支
栗
を
以
て
本
官
に
怒
り
、
一
一
割
一
白
割
合
を
以
て
中
儲
券
剖
頭
金
額
に
換
算
し
、
別
に
巾
儲
券
劉
顕
口
座
を
開
聖
こ
れ
を

受
入
畠
べ
し
。

た
降
、
銭
業
準
備
庫
に
於
て
も
同
様
の
規
定
が
公
布
せ
ら
れ
、
そ
白
一
間
常
務
交
換
が
全
部
中
央
儲
備
銀
行
第
建
と
た
つ
民
。

、セ

U 

す

ひ'

大
東
亜
戦
争
勃
設
以
後
の
上
海
に
於
け
る
金
融
界
白
飲
況
は
、
降
雪
、
右
に
誠
一
ぷ
る
が
如
く
で
あ
る
。
と
れ
を
戦
前
の
欺
況
ム
」
比

蔵
す
れ
ば
、
突
白
如
告
、
師
型
化
を
悲
し

O

L
あ
る
と
と
が
注
意
せ
ら
る
ベ
苦
で
あ
ら
う
。

銀行週報，傍ご十六巻，勢十丸・二十期合刊，専載6頁
銀行週報，第二十六巻第廿一期廿二期合刊専載5頁

1) 
2) 



一
、
従
前
の
「
不
付
法
幣
」
す
友
は
ち
、
現
金
化
せ
ざ
る
隠
剖
資
金
白
流
通
と
・
現
金
の
流
遇
と
の
、
全
〈
遊
離
し
た
る
こ
つ
の
遇

ー
貸
流
通
商
が
、
平
行
平
面
た
る
欣
態
で
あ
っ
た
白
が
改
め
ら
れ
て
、
現
金
遁
貨
と
預
金
週
貨
と
が
、
同
一
平
面
上
に
相
交
流
す
る
所

の
遇
貸
流
通
赦
態
と
た
り
た
る
と
と
。

二
、
現
金
化
に
つ
昔
、
古
く
は
、
翌
日
梯
で
あ
り
、
近
〈
は
、
不
能
で
あ
っ
た
所
白
隠
劃
な
る
制
度
が
廃
止
せ
ら
れ
た
る
と
と
。

誼
び
忙
、
割
頭
手
形
が
現
金
を
以
て
決
済
せ
ら
れ
ざ
る
も
白
と
な
り
た
る
こ
と
。
従
っ
て
、
陸
副
手
形
と
劃
頭
手
形
と
が
、
国
別
一
志

昔
も
の
と
社
り
、
名
稀
の
上
に
於
て
、
劃
頭
手
形
一
種
と
た
り
た
る
と
と
。
ま
た
従
っ
て
、
一
般
世
間
に
於
で
は
、
久
し
く
慣
用
せ

ら
れ
た
る
歴
劃
白
言
葉
を
以
て
、
倫
ほ
と
の
劃
一
閥
手
形
を
呼
稀
せ
る
た
め
、
二
者
は
、
事
賓
上
に
於
て
は
、
同
一
物
を
名
差
す
所
の

一
言
葉
と
た
り
た
る
E
L」。

三
、
ギ
ル
ド
的
と
い
ほ

z
h銀
銭
雨
議
開
業
公
舎
白
金
融
上
に
於
け
る
機
能
と
地
位
と
が
、
中
央
情
備
銀
行
に
移
り
つ
t
A

あ
る
傾

向
に
あ
る
ヒ
ム
」
。

四
、
手
形
交
換
白
方
法
が
、
イ
ギ
リ
ス
式
の
コ
レ
タ
シ
ヨ

y
泌
を
改
め
、
我
が
闘
と
同
様
の
ク

H
ヤ
リ
Y
グ
式
ξ
た
り
、
且
つ
従

前
、
殆

E
別
々
白
交
換
組
織
を
と
っ
て
居
っ
た
所
の
、
中
国
側
銀
行
、
銭
斑
、
及
ぴ
外
周
銀
行
D
三
者
の
各
岡
慨
が
、
相
営
密
接
た

る
閥
係
に
於
て
手
形
交
換
を
行
ム
己
と
ミ
た
り
、
崎
弘
、
、
統
一
的
な
る
交
換
組
織
が
成
立
せ
ん
と
す
る
に
至
り
た
る
E
と。

五
、
各
種
各
様
白
通
貨
が
、
整
理
せ
ら
れ
、
軍
、
票
と
、
儲
備
品
悼
と
白
二
種
と
た
り
、

一
八
針
一

O
O
の
交
換
比
率
に
於
て
、
大
砲

償
値
基
準
が
一
元
化
し
た
と
と
。

己
れ
ら
、
五
つ
D
費
化
を
大
観
す
れ
ば
、
外
貌
と
形
式
と
に
於
て
、
上
悔
の
金
融
界
は
、
殆
E
、
近
代
金
融
界
の
様
相
を
備
へ
ん

と
し
つ
ミ
あ
る
己
と
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
モ
の
中
閥
的
と
い
は
れ
る
特
殊
在
性
格
が
、
己
の
近
代
様
相
の
裡
匹
、
い
か
に

働
く
で
あ
ら
う
か

T
O
E口
等
の
注
意
す
べ
き
は
、

E
に
と
白
結
に
る
る
で
あ
ら
う
。
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